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授業の目的
・ 毎年異なる競技会テーマが与えられる。

↓
マシン製作を通じて、問題解決能力を養う。

・ 単に理解する受け身の講義から、

自由に発想する力・創造力を育む学習へ



授業の概要（１）
• メカトロニクスシステム設計（座学）

（１Ｑ 月３－４＆木１－２： ２－０－０）
– 設計方法
– DCモータとその特性（実験を含む）

– 空気圧アクチュエータとその特性（実験を含む）

– 運動学と機構学
– 機械要素
– 図面作成の基礎
– 材料の強さ

• システム創造設計
（２Ｑ 月曜５－８： ０－１－１）

– 10名程度の受講学生のグループ（計５グループ）

– 各ラボの担当教員が、学生のアイデアを個別に指導



授業の概要（２）

• 目 的・概 略
「エンジニアリングの基本である設計を，実験・プレゼンとラボによるマ

シンの設計・製作（受講生各自1台）により体験的に習得する．受講学生
が10名程度に分かれたラボでは，ラボ担当教員の指導のもと，実習，実

験そしてマシンの設計・製作を行う．最後に製作したマシンによる競技会
が実施される． 」

• 履修条件など
講義の性格上，学部2年生に限る．（編入生は例外）

設備の制約から受講者数を60名程度に制限する．

• 成績評価
実験・プレゼン，ラボ・マシン製作への出席，レポート，マシンの性能評

価により行う．



受講生共通に与えられるキット



今までの競技テーマ

2005年度 「から騒ぎ」
2004年度 「ロード・オブ・ザ・リング ‐王の逃走‐」

2003年度 「魔宮伝説 ‐賢者の石を探せ‐」
2002年度 「沈黙の呑川」

2009年度 「Food Ball」
2008年度 「Road to Brazil」

2007年度 「The Star Festival」
2006年度 「WBC:Wall Brick Collection」

20１7年度

2001年度 「Voyager 2001 新世紀の旅へ!!」
2000年度 「Over The Gap! 世紀を超えて」

1999年度 「Dunk ３兄弟」
1998年度 「羽衣伝接」

●

…

http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc05/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc04/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc03/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc02/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc08/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc07/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc06/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc01/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc00/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc99/
http://www-ddc.ctrl.titech.ac.jp/dc98/


2011年度競技テーマ
｢東工大スカイツリー mini｣



2013年度競技テーマ
「改修工事物語」



201７年度競技テーマ
夏の陣2017



ＩＤＣの歴史 １９９０～

第２０回記念大会
開催場所：東京
開催日：２００９年８月１８日
テーマ：ＨＡＮＡＢＩ



国際ロボットコンテスト
（ＩＤＣ２０１７）

• 本講義の競技会は国際デザインコンテストの
代表選考会を兼ねる． → ５名選出

• 本年度は 中国 で開催

– 8月上旬



コンテスト

作業での調整時間があまり取れなかったため、コンテストの初めの
うちはあまり点数は取れませんでした。

しかし、回を重ねるごとに調整が進み、最終的には計画通りにかな
りの高得点が取れました。

惜しくも決勝には出られませんでしたが、チームのメンバーは皆、満
足そうな顔をしていました。



まとめと今後の展望

（１） 無から有は生まれない。 要は、いかに上手に模倣し
てもらうか、を重視している。

（２） 成功体験が大切。

（３） 最初の戦略、計画の立案の重要性を認識してもらう。

（４） 物づくりを通じての国際交流をもっと促進させるべき。
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